
2002年9月の情報です。

平成１３年度水質汚濁の状況について

２　水域毎の測定結果

　　(1)　河川 

◦ 　水域類型が定められている３１水域（２７河川）のうち、ＢＯＤの環境基準を達成しているのは、２５
水域（８１％）であり、前年度より４水域減少している。 （表２） 
◦ 　測定地点毎の適合状況では、８４地点（２７河川）のうち６１地点（７３％）がＢＯＤの環境基準に適
合しており、前年度より１０地点減少している｡（表３）

表２　ＢＯＤの環境基準の達成水域数の推移

年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度

水域数 ３２ ３２ ３２ ３２ ３２ ３１

達成水域数 ２０ ２５ ２５ ２７ ２９ ２５

達成率 63％ 78％ 78％ 84％ 91％ 81％

表３　ＢＯＤの環境基準の適合地点数の推移

年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度

測定地点数 ８４ ８４ ８４ ８４ ８４ ８４

適合地点数 ４８ ５７ ５９ ６６ ７１ ６１

適合率 57％ 68％ 70％ 79％ 85％ 73％

　　ア　県内の主要河川 

◦ 　多摩川は、中・下流部（Ｂ類型）においてＢＯＤの環境基準を達成していない。
　鶴見川は、上流部（Ｄ類型）においてＢＯＤの環境基準を達成していない。
　水道水源となっている相模川（中流部Ａ類型）、酒匂川（上流部Ａ類型）は、いずれもＢＯＤ
の環境基準を達成している。（表４） 
◦ 　多摩川、鶴見川、相模川及び酒匂川の主要地点のＢＯＤの年間平均値をみると、多摩川で
前年度とほぼ同様、鶴見川では前年よりやや高く、相模川及び酒匂川でほぼ同様である。
（図３）

表４　主要河川のＢＯＤの環境基準の達成状況

水域名 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度

多摩川中・下流
× ○ ○ ○ ○

×注
○ ○ ○ ○ ○

鶴見川上流 × × × × × ×

鶴見川下流 × ○ ○ ○ ○ ○

相模川中流 ○ ○ ○ ○ ○ ○

相模川下流 ○ ○ ○ ○ ○ ○

酒匂川上流 ○ ○ ○ ○ ○ ○

酒匂川下流 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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注：平成１２年度末に、中・下流一括指定された。
（上段は中流域、下段は下流域）

図３　河川の主要地点のＢＯＤ年間平均値の推移

　　イ　その他の河川 

◦ 帷子川、入江川などの県東部の河川では、ほとんどの河川でＢＯＤの環境基準を達成してい
る。
　金目川、葛川、境川などの県中央部の河川では、金目川下流と境川が前年度に続きＢＯＤ
の環境基準を達成している。早川、山王川などの県西部のすべての河川で、ＢＯＤの環境基
準を達成している。

　　(2)　湖沼 

◦ 　水域類型が定められている４水域のうち、ＢＯＤ又はＣＯＤの環境基準を達成しているのは３水域
（相模湖、津久井湖、丹沢湖）であり、１水域（芦ノ湖）は達成していない。これは前年度と同様であ
る。（表５） 
◦ 　測定地点毎の適合状況では、１７地点のうち１２地点（７１％）がＢＯＤ又はＣＯＤの環境基準に適
合しており、前年度より１地点減少している。（表６）

表５　ＢＯＤ又はＣＯＤの環境基準の達成水域数の推移

年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度

水域数 ４ ４ ４ ４ ４ ４

達成水域数 ３ ３ ３ ３ ３ ３

達成率 75％ 75％ 75％ 75％ 75％ 75％

表６　ＢＯＤ又はＣＯＤの環境基準の適合地点数の推移

年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度

測定地点数 １７ １７ １７ １７ １７ １７

適合地点数 １３ １０ １３ １３ １３ １２

適合割合 76％ 59％ 76％ 76％ 76％ 71％

　　ア　相模湖、津久井湖 
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◦ 　相模湖、津久井湖とも河川Ａ類型（ＢＯＤ２mg/L以下）の環境基準を達成している｡（表７） 
◦ 　主要地点のＢＯＤ年間平均値をみると、相模湖の湖央東部は、前年度とほぼ同様であり、
経年的には1.5mg/L以下で推移している。津久井湖の湖央部は、経年的には1.4mg/L以下で
推移している｡（図４）

表７　ＢＯＤの環境基準の達成状況

水域名 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度

相模湖 ○ ○ ○ ○ ○ ○

津久井湖 ○ ○ ○ ○ ○ ○

図４　相模湖、津久井湖の主要地点のＢＯＤ年平均値の推移

　　イ　芦ノ湖、丹沢湖 

◦ 　芦ノ湖は、自然環境保全の目的から最も厳しい湖沼ＡＡ類型（ＣＯＤ１mg/L以下）に指定さ
れており、ＣＯＤの環境基準は達成していない。丹沢湖は、湖沼Ａ類型（ＣＯＤ３mg/L以下）の
環境基準を達成している。(表８) 
◦ 　主要地点のＣＯＤ年間平均値をみると、芦ノ湖の湖央部、丹沢湖の湖央部ともに、経年的に
は２mg/L以下で推移している。（図５）

表８　ＣＯＤの環境基準の達成状況

水域名 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度

芦ノ湖 × × × × × ×

丹沢湖 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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図５　芦ノ湖、丹沢湖の主要地点のＣＯＤ年平均値の推移

　　(3)　海域 

◦ 　水域類型が定められている１３水域（東京湾１１水域、相模湾２水域）のうち、ＣＯＤの環境基準を
達成しているのは１０水域（７７％）で、前年度より１水域増 加した。（表９） 
◦ 　また、測定地点毎の適合状況では、４３地点（東京湾２３地点､相模湾２０地点）のうち３７地点
（８６％）がＣＯＤの環境基準に適合しており、これは前年度より ２地点増加している。（表10）

表９　ＣＯＤの環境基準の達成水域数の推移

年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度

水域数 １３ １３ １３ １３ １３ １３

達成水域数 ９ １１ ８ ９ ９ １０

達成率 69％ 85％ 62％ 69％ 69％ 77％

表10　ＣＯＤの環境基準の適合地点数の推移

年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度

測定地点数 ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３

適合地点数 ３７ ３９ ３３ ３３ ３５ ３７

適合割合 86％ 91％ 77％ 77％ 81％ 86％

　　ア　東京湾 

◦ 　東京湾は１１水域（Ａ類型２水域、Ｂ類型６水域、Ｃ類型３水域）のうち８水域でＣＯＤの環境
基準を達成している｡（表11） 
◦ 　主要地点のＣＯＤ年間平均値をみると、各地点とも前年度とほぼ同様であり、経年的には、
ほぼ横ばいの状況にある。（図６)

表11　ＣＯＤの環境基準の達成状況

水域名 類型 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度

東京湾(6) Ｃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京湾(7) Ｃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京湾(8) Ｃ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京湾(9) Ｂ × ○ × × ○ ○

東京湾(10) Ｂ × × × × × ×

東京湾(12) Ｂ × ○ × × × ○

東京湾(13) Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京湾(14) Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京湾(15) Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京湾(16) Ａ × × × × × ×

東京湾(17) Ａ ○ ○ × ○ × ×

http://www.k-erc.pref.kanagawa.jp/oldrelease/200209/02-s2-1-3.htm



図６　東京湾の主要地点のＣＯＤ年平均値の推移

　　イ　相模湾 

◦ 　相模湾は２水域ともＡ類型（ＣＯＤ２mg/L以下）の環境基準を達成している｡（表12） 
◦ 　主要地点のＣＯＤ年間平均値をみると、各地点とも前年度とほぼ同程度であり、経年的に
は、ほぼ横ばいの状況にある。（図７）

表12　ＣＯＤの環境基準の達成状況

水域名 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度

相模湾(1) ○ ○ ○ ○ ○ ○

相模湾(2) ○ ○ ○ ○ ○ ○

図６　相模湾の主要地点のＣＯＤ年平均値の推移
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